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医療安全推進室の活動

チームSTEPPSの研修を開催しました

　医療安全推進室は、各部署・各部門のリスクマネジャーと連携しながら院内の医療安全推進を

担っています。当センターの最も大きな特徴は、リスクマネジャーが医療安全管理委員と共に７つの

検証ワーキンググループを構成し、医療安全回診などの活動から、現場の課題や実態の把握から対

策まで検討を行っております。

　医療安全三十一文字（みそひともじ）：あぶり出された医療安全のキーワード

医療安全推進週間（11月25日（いい医療に向かってGO!）を含む1週間）に合わせて、全職員の医

療安全意識を高める企画を毎年行っています。今年度は、「医療安全三十一文字（みそひともじ）」と

題して医療安全に関わる短歌を募集したところ、438首と多数の応募がありました。どの短歌も医

療安全について考えさせられるものばかりで優秀作品の選考には苦労しましたが、50首の優秀作

品（そのうち理事長賞、病院長賞１首、リスクマネジャー賞5首）を選出し、医療安全週間を含む11月

15日～11月30日まで院内掲示し、好評を得ました。

　さて、438首の最頻出ワードは、なんだと思いますか。この先を読む前に考えて、次に進んで下さ

い。それは「確認（チェック）」です。このワードが入っている短歌は、全体の3分の１にも上りました。

また確認不足を示す「～したつもり」も見逃せないワードとして浮かび上がりました。面白いことに

これらのワードを含んだ短歌は、理事長賞等の各賞には選出されていません。これは、選考する側か

らするとこのワードは言い尽くされた言葉と感じるからだと思います。しかし、言い尽くされている

ワード、それは医療安全においては、重要なキーワードです。

　医療現場においての確認、どうすれば確実に実行できるでしょうか。それは、ダブルチェック、２

識別子確認、指差し確認、声だし確認です。医療現場で最も多い患者さん確認の場面で、確実にこれ

らが行われていますか。手間と思っておろそかになっていませんか。その油断が「～したつもり」に

つながります。確認に関連した優秀作品を3首掲載しますので、ぜひ記憶して実践し、患者さんの安

全を患者さんとともに守りましょう。

指差して　声を発して　再確認　みんなで守ろう　安全な医療

○○です　名乗ってもらい　確認を　患者と共に　ダブルチェック

フルネーム　名前確認　忘れずに　少しの手間が　患者を守る

●

●

●

　チーム医療の推進として、2015年度からチームSTEPPSを導入し研修を開催しています。初級

編、中級編、上級編の3段階に分けて、多職種による6人程度のグループを編成し、体験型のグルー

プワークやロールプレイなど、楽しみながら学ぶ研修です。チーム医療の推進は、質の高い医療提供

や患者さんにとって安全であるだけでなく、医療従事者にとっても安心して働ける環境、働きやすい

職場風土を形成することにつながります。
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研究集談会を開催しました

　日頃より当センターの業務運営につきまして、

県民の皆様よりご理解とご協力を賜り厚く御礼申

し上げます。

　さて、栃木県立がんセンターには病院に併設

して「栃木県立がんセンター研究所」がありま

す。研究所では、臨床医も含めた研究者らが、

日々、基礎研究を重ねております。そこで見出

された新しい医療の種（シーズ）を、実際の医療機関等で使える新しい医療技術・医薬品として実

用化するトランスレーショナル・リサーチ（臨床と基礎研究の架け橋となる研究）の実践に向け、

非臨床から臨床開発までの幅広い研究を進めております。

　この度、研究者 9名による日頃の研究成果を発表する研究集談会を開催しました。この取り組

みは単なる研究発表ではなく、栃木県立がんセンター研究所における研究活動の活性化を目的に

他診療科の臨床医へのアプローチを図り、更なる研究の相乗効果を図る狙いがあります。集談会

は今後年3回定期的に行われる予定です。

　栃木県立がんセンター研究所では、がん専門病院としてがん克服に向けたトランスレーショナ

ル・リサーチや企業を含めた他機関との共同研究を積極的に進めて参ります。今後も栃木県立が

んセンター研究所の活動にご期待下さい。

副研究所長兼病理診断科科長　尾島　英知
栃木県立がんセンター研究所

当日のプログラム 開催日：2024 年12月19日

腫瘍ペプチドミクスプロジェクト

「がん研究へのペプチドミクスの応用」

「大腸がんに対する薬剤の網羅的探索」

医療シーズ探索プロジェクト

佐々木一樹

𠮷松　有紀

「DNAメチル化に基づく肝細胞癌の分類」

分子病理分野

山崎　　剣
「肝内胆管癌の組織形態および遺伝子発現による分類とその特徴」久保田直人
「高分化脂肪肉腫の脱分化に関与する分子機構の解明と新規病理診断基準の確立」阿部　　信
「肺腺癌亜型デジタル解析に基づいた、空間的亜型分布の分類確立」三浦　瑛祐
「化学的根拠に基づいた膵臓癌化学療法の治療効果判定基準作成の試み」白川　博文
「膵癌根治切除症例における上昇している術前腫瘍マーカー数の有用性の検討」
「肝内胆管癌間質多様性と予後の関係」

石井　政嗣

「胃癌の生検検体でやっていること」林　　雅人

研 究 演 題

　高額療養費制度とは、同一月
（1 日から月末まで）に高額な医
療費が必要になった場合、自己
負担限度額を超えた分について
払い戻しを受けられる制度です。
　対象となる人は、健康保険証
（公的医療保険）に加入している
方です。
　自己負担限度額は年齢や所得
区分に応じて異なります。（右表
参照）
　医療費が高額になることが事
前にわかっている場合には、「限
度額適用認定証」の手続きをし
ておくことで、窓口での支払い
を限度額までに抑えられます。

「手続きの方法がわから
ない」「制度についてもっ
と知りたい」など、疑問
や質問がございましたら、
お気軽にがん相談支援セ
ンターへご相談ください。

【お問い合わせ先】
がん相談支援センター
TEL:028-658-6484 （直通）
平日 8:30 ～17:00

高額療養費制度について高額療養費制度について高額療養費制度について高額療養費制度について

患者サロン開設 10周年記念講演会を開催しました患者サロン開設 10周年記念講演会を開催しました患者サロン開設 10周年記念講演会を開催しました患者サロン開設 10周年記念講演会を開催しました

70歳未満の方の区分

70歳以上75歳未満の方の区分

　　　　　当院乳腺外科の豊田医師から、乳がんの診断から治療、外来
でよくある質問等について、わかりやすくお話いただきました。
　がん体験談では、2度の乳がんの診断や治療の体験談、またピアサ
ポーター等の活動につながった経緯、仲間づくりの大切さについてお話
いただきました。参加された方は涙を浮かべたりする様子が見受けられ
ました。

　　　　　講演会の後には、交流会（希望者）を行いました。
グループに分かれて、日頃の思いの共有、治療や療養生活に関す
る情報交換などを行いました。「そうだよね。」「わかる、わかる！」
と共感できることもたくさんあり、話の尽きない交流会となりま
した。

　　　　 アンケートには「参考になった」「力になった」「これか
ら患者サロンに参加したい」等、大変好評をいただきました。引き
続き患者さん同士が気軽に語り合いできる場を設けていきたい
と思いますので、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

講演会

交流会

これから…

被保険者の所得区分 自己負担限度額 多数該当

(標準報酬月額83万円以上)
(報酬月額81万円以上)

252,600円
+(総医療費-842,000円)×1％

①区分ア

93,000円
(標準報酬月額53万～79万円)
(報酬月額51万5千円以上～ 81万円未満)

167,400円
+(総医療費-558,000円)×1％

②区分イ

44,400円
(標準報酬月額28万～ 50万円)
(報酬月額27万円以上～ 51万5千円未満)

80,100円
+(総医療費-267,000円)×1％

③区分ウ

44,400円
(標準報酬月額26万円以下)
(報酬月額27万円未満)

57,600円

被保険者の所得区分

④区分エ

24,600円
(低所得者)
(被保険者が住民税非課税者等)

35,400円⑤区分オ

140,100円

現役並みⅢ(標準報酬月額83万円以上で
医療費負担割合が3割)

252,600円+(総医療費-842,000円)×1％
［多数該当:140,100円］

現役並みⅡ(標準報酬月額53万～79万円で
医療費負担割合が3割)

167,400円+(総医療費-558,000円)×1％
［多数該当:93,000円］

現役並みⅠ(標準報酬月額28万～ 50万円で
医療費負担割合が3割)

80,100円+(総医療費-267,000円)×1％
［多数該当:44,400円］

(①及び③以外の方)
18,000円

(年間上限14.4万円)
②一般
　所得者

①現役並み
　所得者

8,000円
24,600円

15,000円
③低所得者

参考:全国健康保険協会ホームページ

自己負担限度額

外来(個人ごと) 外来・入院(世帯)

57,600円
［多数該当:44,400円］

Ⅱ

Ⅰ(年金収入80万円以下等)

がん相談支援センター
によくある質問を
解説します♪
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研究集談会を開催しました
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　この度、研究者 9名による日頃の研究成果を発表する研究集談会を開催しました。この取り組

みは単なる研究発表ではなく、栃木県立がんセンター研究所における研究活動の活性化を目的に
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は今後年3回定期的に行われる予定です。
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副研究所長兼病理診断科科長　尾島　英知
栃木県立がんセンター研究所

当日のプログラム 開催日：2024 年12月19日

腫瘍ペプチドミクスプロジェクト

「がん研究へのペプチドミクスの応用」

「大腸がんに対する薬剤の網羅的探索」

医療シーズ探索プロジェクト

佐々木一樹

𠮷松　有紀

「DNAメチル化に基づく肝細胞癌の分類」

分子病理分野

山崎　　剣
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「胃癌の生検検体でやっていること」林　　雅人
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緩和ケアセンターのご紹介
医療安全推進室の活動
研究集談会を開催しました
高額療養費制度について
患者サロン開設10周年記念講演会を開催しました
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表紙写真：緩和ケアセンターのスタッフ
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※当センターは、初診、再診ともに予約制となっています。予約センターにお電話のうえ、受診日をご予約ください。また、予約枠に制限があり、
　ご希望に添えない場合もあります。予めご了承ください。

☎028-611-5503
平日 　 8：30 から17：15

●病診連携に関するお問い合わせ

交通のご案内
電車・バス

自動車

●東北自動車道「鹿沼I.C.」より
⇒東北自動車道「鹿沼I.C」より宇都宮方面へ。「滝谷町」交差点を右折南進し、JR陸橋
　を超え3つ目の信号「八千代１丁目」を左折。（約9.4㎞）
⇒東北自動車道「鹿沼I.C」より宇都宮方面へ。「宮環鶴田陸橋」を右折。「下砥上町」
　アンダーに入ってすぐ江曽島方向へ左折し７つ目の信号を左折。（約8.2㎞）

●JR宇都宮線「宇都宮駅」より
⇒西口から関東バス「江曽島行（11番のりば）」に乗車。「がんセンター前」で下車。
　横断歩道を渡る。徒歩1分。（乗車時間約25分）
●東武宇都宮線「江曽島駅」より
⇒東口から関東バス「JR宇都宮駅行」に乗車。「がんセンター前」で下車。徒歩1分。
　（乗車時間約5分）

病院の北側に
駐車場が
ございます。

□保険証またはマイナンバーカード、各種医療証
□診療情報提供書（紹介状）

□各種検査結果、画像データ（お持ちの方のみ）
□お薬手帳（お持ちの方のみ）
□当センターの診察券（お持ちの方のみ）

028-658-5012

～当日、患者さんにお持ちいただくもの～

☎028-658-6484
平日 　 8：30 から17：00

●がんに関するご相談 がんの遺伝カウンセリングや、ゲノム
医療についての予約やお問い合わせ

☎ 028-611-5480
平日 　 8：30 から17：00

●

ゲノムセンター

2

4

4

桜２丁目

八千代１丁目

滝谷町

不動前

西原

川田
川田入口 N

大通り

南大通り

平成通り

JR日光線
南宇都宮駅

JR宇都宮駅

陽南中

至小山

宇都宮市役所

至県庁

至栃木

がん
センター前

陽南通り

がんセンター
P

瀬

至
水
戸

至
平
成
通
り

東
北
新
幹
線

田
川

J
R
宇
都
宮
線

上
三
川
街
道

東
武
宇
都
宮
駅

江
曽
島
駅

栃
木
街
道

宇
都
宮
環
状
線

P
外来駐車場

至国道4号至栃木街道

外来入口

新館
（東病棟）

本館（西病棟）

管理棟

新館入口
（夜間･休日出入口）

陽南通り

職員駐車場

研
究
棟

vol.36
発行　地方独立行政法人栃木県立がんセンター 広報広聴センター
〒320-0834 栃木県宇都宮市陽南4-9-13
TEL. 028-658-5151（代）  FAX. 028-658-5669

令和7年（2025）
2月25日発行

がんセンターの情報は URL  https://www.tochigi-cc.jp検　索栃木県　がん

地域連携チーム

あ ろいのここPhil�ophy
ArtHumanity

2月号

がん相談支援センター
患者総合支援センター・

当センターへのお問い合わせ 028-658-5151代 表

予約専用電話 予約受付時間

予約センターのご案内

平日 8:30‐16:30
❶診察券番号(受診歴がある方のみ) ❷受診科と医師名 ❸ご希望の日時予約時にお聞きすること

ご予約は以下の窓口までご連絡ください

■平日午後
セカンドオピニオン外来のご案内

尾澤　　巌

藤田　　伸

松下　尚之

菱沼　正一

藤田　　剛
林　　雅人

（※週毎の交代制）

横島　一彦

尾澤　　巌

横島　一彦

菊田　一貴

主に胆・膵

主に肝

主に大腸

主に食道・胃

頭頸部腫瘍・耳鼻咽喉科

骨軟部腫瘍・整形外科

消
化
器
外
科

月 火 水 木 金

他の医療機関からの診療情報
提供書（紹介状）を持たずに外
来受診する場合「特別の料金
（選定療養費）」がかかります。

※緊急、その他やむを得ない事情
がある場合には、「特別の料金」
を徴収しないことがあります。予約センター ☎028-658-5012（直通） 受付時間  平日 　 8：30から16：30

当センターは
紹介受診重点医療機関
に指定されています

初診　7,700 円


